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2.河川からの土砂流入 

河川からの土砂流入の減少は、海域での底質の細粒化の要因になる可能性がある

ことから、有明海及び八代海に流入する代表的な河川について、その流況と海域に

流入する土砂量に関する情報を整理した。海域に流入する土砂量について経年的な

実測データが無いことから、流入土砂量に影響を与えると考えられる砂利採取等の

量や河床変動等について経年変化を整理した。 

有明海及び八代海に流入する河川は各々100 河川、47 河川あり（表 3.2.1、図 

3.2.1）、海域へ流入する河川の流域面積に占める割合は、有明海では筑後川、八代

海では球磨川が最も大きい。 

 

表 3.2.1 有明海、八代海の流入河川の流域面積 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2.1 有明海流入河川流域面積構成比 

資料：福岡捷二（2005）「第 13 回有明海・八代海総合調査評価委員会 資料-3 有明海・八代海における河川

の影響について」を改変 

 

（１）河川の流況及び河床変動等の変化 

ア）筑後川 

有明海の代表河川である筑後川の概要は、流域面積2,860km2、幹川流路延長143km、

平均年間総流量 36.6 億 m3（最大 66.3 億 m3、最小 16.5 億 m3：1973（昭和 48）～2014

（平成 26）年）、低水流量約 47m3/s、流域内人口約 109 万人（1995 年度末）である。
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筑後大堰の築造は、固定堰の撤去と河道掘削により洪水流下能力を 6,000m3/s から

9,000m3/s に増大させるとともに、新規利水として 0.35m3/s を開発した。可動堰化

により洪水時は流下を阻害せず、平水時は塩水の流入を阻止して安定した取水を可

能とした。流域外への導水量（水道用水）年間 7,000 万～9,000 万 m3は、年間総流

量に比して少なく、取水された農業用水（域内導水）も有明海に戻る。筑後大堰の

全開回数は年平均 3.8 回（流入量 1,000m3/s 以上の洪水時に全開）であり、これに

より堰上流の堆砂を解消している。筑後川の年間総流量は降水量に応じて変化して

いるが、年間総流量の変化に単調な増減傾向は認められない（図 3.2.2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2.2 筑後川（瀬の下）の年間総流量の推移 

資料：国土交通省「水文水質データベース」より作成 

 

 

筑後川の河床は、1953（昭和 28）年を基準として 50 年間で約 3,400 万 m3分低下

し、その内訳は、砂利採取 2,490 万 m3、河川改修 500 万 m3、ダム堆砂 260 万 m3、干

拓利用 160 万 m3であり（図 3.2.3）、1970（昭和 45）年以降では約 1,200 万 m3分の

低下がみられた。砂利採取により河床材料が変化し、下流部（河口から 0～22km）

ではシルト・粘土の増加と細砂・粗砂の減少、上流部では礫の増加がみられる（図 

3.2.4）。 

2010 年度の筑後川下流河道における柱状コアサンプリング調査によれば、河床

には砂と粘性土が複雑な互層構造で分布しており、洪水時だけでなく平水時にも河

床を砂が移動していると推定されている。（図 3.2.5）。 
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図 3.2.3 河川（筑後川）からの土砂の持出し等の累積値 

出典：福岡捷二（2005）「第 13 回有明海・八代海総合調査評価委員会 資料-3 有明海・八代海における河

川の影響について」 

 

 

 

図 3.2.4 筑後川の河床材料の変化 

出典：福岡捷二（2005）「第 13 回有明海・八代海総合調査評価委員会 資料-3 有明海・八代海における河

川の影響について」 
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図 3.2.5 筑後川の河床材料の変化 

出典：国土交通省九州地方整備局（2012）「第 29 回有明海・八代海等総合調査評価委員会 資料 3-2 『土砂

に関する知見の蓄積』に関する報告」 
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1953（昭和 28）年からの河床変動をみると、砂利採取によって下流側の河道が

緩やかな勾配となり（図 3.2.6）、筑後川からの土砂流入が減少（河川の運搬能力

の低下）するとともに、海から筑後川へのガタ土の流入が増大した可能性が推定さ

れる。 

 

 

図 3.2.6 筑後川の平均河床高の変動状況 

出典：福岡捷二（2005）「第 13 回有明海・八代海総合調査評価委員会 資料-3 有明海・八代海における河川の影

響について」 
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イ）六角川 

国土交通省（2009）によると、有明海湾奥部に流入する河川である六角川（牛津

川）の河床は、順流区間において、多少のばらつきがあるものの、概ね安定してい

る1）。感潮区間においては、洪水と有明海の潮汐の影響により、ガタ土が移動し、

河床が洗掘・堆積を繰り返しているものの、経年的な変化は小さく、概ね安定して

いる（図 3.2.7～図 3.2.10）。 

 

図 3.2.7 六角川の平均河床高の推移 

出典：国土交通省河川局（2009）「六角川水系河川整備基本方針 土砂管理等に関する資料」 
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図 3.2.8 六角川の平均河床高の変遷（年代別） 

出典：国土交通省河川局（2009）「六角川水系河川整備基本方針 土砂管理等に関する資料」 
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図 3.2.9 牛津川の平均河床高の推移 

出典：国土交通省河川局（2009）「六角川水系河川整備基本方針 土砂管理等に関する資料」 
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図 3.2.10 牛津川の平均河床高の変遷（年代別） 

出典：国土交通省河川局（2009）「六角川水系河川整備基本方針 土砂管理等に関する資料 

 

ウ）菊池川 

国土交通省（2008）によると2）、菊池川の河床は 1963（昭和 38）年度から 1981

（昭和 56）年にかけて砂利採取と河川改修が進められたことから低下していた。

しかし、2000（平成 12）年以降、砂利採取が行われなくなり、概ね安定している

（図 3.2.11、図 3.2.12）。 
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図 3.2.11 菊池川の平均河床高縦断図 

出典：国土交通省河川局（2008）「菊池川系河川整備基本方針 土砂管理等に関する資料」 
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図 3.2.12 菊池川の河床変動傾向 

出典：国土交通省河川局（2008）「菊池川系河川整備基本方針 土砂管理等に関する資料」 
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エ）緑川 

国土交通省資料によると3）、緑川における 1970（昭和 45）～2003（平成 15）年

の間の砂利採取量は 253 万 m3、ダム堆砂量は 447 万 m3であり（表 3.2.2）、過去に

おいては河床の低下もみられ、1968（昭和 43）年、1978（昭和 53）年と比べると

近年の河床高は一部区間で低い状態にある。国土交通省（2008）によると4）、緑川

の河床は、昭和 40 年代（1965 年～）から昭和 60 年代（1985 年～）はじめにかけ

て砂利採取等により低下したが、平成以降は、砂利採取量の減少に伴い河床の変動

量は小さく、一部を除き安定している（図 3.2.13、図 3.2.14）。 

表 3.2.2 緑川における砂利採取量、ダム堆砂量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土交通省資料  


